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【
第
七
一
回
例
会
報
告
】

「
社
会
的・
共
＝
競
演
的
で
ひ
ろ
い
悟
り
」

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

│
小
学
校
教
育
史
、
国
語
科
教
育
史
と
の
係
わ
り
か
ら
│

高 

木　

史 

人

穂
積
さ
ん
（
穂
積
忠
。
当
時
の
伊
東
女
学
校
長
―
筆
者
注
）
の
帰
っ
た
あ
と
、
学
徒

出
陣
の
こ
と
に
話
題
が
移
っ
て
行
っ
た
。
／
つ
い
昨
日
ま
で
、
学
生
の
柔
弱
さ
を

非
難
し
て
い
た
為
政
者
が
、
学
徒
を
総
動
員
す
る
時
に
は
、
掌
を
返
す
よ
う
に
若

者
に
期
待
す
る
と
か
、
日
本
の
運
命
は
君
達
の
双
肩
に
か
か
っ
て
い
る
と
か
お
だ
て

上
げ
て
い
る
。
現
代
の
日
本
に
は
、
ひ
と
か
け
ら
の
道
義
も
残
っ
て
い
な
い
気
が

す
る
、
と
私
が
憤
慨
す
る
と
、
／
「
大
き
な
声
で
戦
争
を
賛
美
し
て
い
る
人
達
は
、

み
ん
な
戦
争
へ
行
か
な
い
連
中
だ
か
ら
ね
」
と
、
ぽ
つ
ん
と
言
っ
て
、「
ぼ
く
だ
っ

て
そ
う
だ
け
れ
ど
」
と
苦
笑
さ
れ
た
。
／
「
こ
の
間
、
塾
の
教
授
会
で
、
学
術
論
文

に
ま
で
圧
力
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
現
在
、
わ
れ
わ
れ
は
ど
う
い
う
態
度
を
と
っ

た
ら
い
い
か
、
と
い
う
問
題
が
経
済
学
部
か
ら
出
た
。
そ
の
時
、
若
い
助
手
や
講

師
の
ひ
と
た
ち
が
、
研
究
は
す
て
ま
せ
ん
。
象
牙
の
塔
に
こ
も
り
ま
す
、
と
発
言

し
て
い
た
。
若
い
人
は
信
頼
で
き
る
と
思
っ
た
ね
」
／
と
言
っ
て
、
急
に
、
／
「
君

も
い
つ
ま
で
も
な
ま
け
て
い
な
い
で
、
本
を
一
冊
ま
と
め
な
き
ゃ
い
け
な
い
」
と
、

厳
し
い
顔
を
さ
れ
た
。

（ 

加
藤
守
雄
『
わ
が
師　

折
口
信
夫
』
一
九
六
七
年
、
文
藝
春
秋
刊
。
一
九
四
三
年

一
一
月
伊
豆
旅
行
に
お
け
る
加
藤
と
折
口
と
の
会
話
）

一
、「
伝
統
文
化
」
教
育
へ
の
道
程

二
〇
一
六
年
一
二
月
三
日
の
第
七
一
回
研
究
例
会
（
於
・
関
西
福
祉
科

学
大
学
）
は
二
三
名
の
参
加
者
を
得
て
行
わ
れ
た
。
タ
イ
ト
ル
は
「
現
在

の
学
校
教
育
に
お
け
る
「
伝
統
文
化
」
教
育
の
位
相
を
問
う
│
教
科
書
教

材
・
授
業
実
践
の
事
例
な
ど
を
通
し
て
│
」
で
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
な
ど
は
、

本
誌
巻
末
の
彙
報
に
紹
介
さ
れ
よ
う
か
ら
、
参
照
さ
れ
た
い
。

日
本
口
承
文
芸
学
会
や
日
本
昔
話
学
会
は
今
ま
で
も
口
承
文
芸
と
教
育
、

昔
話
と
教
育
等
の
テ
ー
マ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画
し
て
き
た
。
今
回
も
、

そ
の
一
つ
の
流
れ
と
し
て
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
な
い
の
だ
が
、
そ

れ
を
取
り
巻
く
状
況
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
は
、
一
つ
の
法
が
変

わ
る
と
現
実
が
変
わ
る
こ
と
に
起
因
す
る
。
二
〇
〇
六
年
改
正
の
教
育
基
本

法
の
（
教
育
の
目
的
）
第
二
条
教
育
の
目
標
の
第
五
項
に
「
五　

伝
統
と
文

化
を
尊
重
し
、
そ
れ
ら
を
は
ぐ
く
ん
で
き
た
我
が
国
と
郷
土
を
愛
す
る
と
と

も
に
、
他
国
を
尊
重
し
、
国
際
社
会
の
平
和
と
発
展
に
寄
与
す
る
態
度
を
養

う
こ
と
」
が
加
わ
っ
た
。
基
本
法
が
変
わ
る
と
小
さ
な
法
や
規
則
が
次
々
と

変
わ
る
（
こ
の
事
例
は
憲
法
始
め
大
き
な
法
が
変
わ
る
と
そ
の
下
に
あ
る
関

連
法
が
次
々
と
矛
盾
の
な
い
よ
う
に
み
ぎ
に
倣
う
の
だ
と
教
え
て
く
れ
る
）。

二
〇
〇
七
年
の
学
校
教
育
法
、
二
〇
〇
八
年
の
学
習
指
導
要
領
が
み
ぎ
に
倣

い
、
続
い
て
文
部
科
学
省
検
定
の
教
科
用
図
書
が
み
ぎ
に
倣
っ
た
。

国
語
科
で
は
新
た
な
事
項
と
し
て
〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特

質
に
関
す
る
事
項
〕
が
立
て
ら
れ
た
（
二
〇
一
七
年
改
定
の
同
要
領
で
は
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こ
の
項
目
は
な
く
な
っ
た
が
、
内
容
じ
た
い
は
残
っ
て
い
る
）。
小
学
校
学

習
指
導
要
領
で
は
、
国
語
科
の
第
一
・
第
二
学
年
で
「
昔
話
や
神
話
・
伝

承
な
ど
の
本
や
文
章
の
読
み
聞
か
せ
を
聞
い
た
り
、
発
表
し
合
っ
た
り
す

る
こ
と
」
を
指
導
す
る
よ
う
に
求
め
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
そ
の
翌
年
の

教
科
用
図
書
に
お
い
て
、
昔
話
教
材
及
び
そ
の
教
師
用
教
科
指
導
書
に
お

け
る
解
説
が
若
干
の
補
強
を
さ
れ
た
こ
と
等
は
以
前
に
書
い
た
（
１
）。

こ
の
背
景
を
ち
ょ
っ
と
だ
け
補
強
し
て
述
べ
る
。

か
つ
て
日
本
の
小
学
校
教
育
は
、
ど
の
よ
う
な
教
育
の
目
標
を
立
て
て
き

て
い
た
か
。
た
と
え
ば
明
治
、
初
頭
に
は
、「
第
二
一
章　

小
学
校
ハ
教
育

ノ
初
級
ニ
シ
テ
人
民
一
般
必
ス
学
ハ
ス
ン
ハ
ア
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
」

（「
学
制
」
一
八
七
二
年
、
文
部
省
布
達
第
一
三
号
別
冊
）、「
第
三
条　

小
学

校
ハ
普
通
ノ
教
育

0

0

0

0

0

ヲ
児
童
ニ
授
ク
ル
所
ニ
シ
テ
其
ノ
学
科
ヲ
読
書
習
字
算
術

地
理
歴
史
修
身
等
ノ
初
歩
ト
ス
」（「
教
育
令
」
一
八
七
九
年
、
太
政
官
布
告

第
四
〇
号
）、「
第
三
条　

小
学
校
及
小
学
教
場
ハ
児
童
ニ
普
通
ノ
教
育

0

0

0

0

0

ヲ
授

ク
ル
所
ト
ス
」（「
教
育
令
改
正
」
一
八
八
五
年
、
太
政
官
布
告
第
二
三
号
）

と
「
普
通
ノ
教
育
」
を
授
け
る
場
所
だ
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。
ち
な
み
に
、

科
目
の
中
が
「
修
身
」
が
見
え
る
け
れ
ど
も
、「
小
学
教
則
」（
一
八
七
二
年
、

文
部
省
布
達
番
外
）
の
第
二
章
に
は
「
修
身
口
授
」
と
あ
り
、
そ
こ
に
「
ギ

ヨ
ウ
ギ
ノ
サ
ト
シ
」
と
仮
名
が
振
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
「
民
家
童
蒙

解
童
蒙
教
草
等
ヲ
以
テ
教
師
ノ
口
ツ
カ
ラ
縷
々
之
ヲ
説
諭
ス
」
と
あ
る
。
そ

れ
は
た
と
え
ば
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
に
か
け
て
児
童
だ
っ
た
世

代
が
教
育
さ
れ
た
内
容
と
は
か
な
り
の
懸
隔
が
あ
っ
た
。「
修
身
」
に
も
そ

れ
な
り
の
経
緯
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
い
ま
こ
こ
の
道
徳
の
正
式
教
科
化
の
今

後
の
動
向
を
測
る
た
め
に
も
我
々
は
理
解
し
て
お
き
た
い
。

話
を
元
に
戻
す
。
そ
の
後
、
そ
れ
が
「
第
一
条　

小
学
校
ハ
児
童
身
体

ノ
発
達
ニ
留
意
シ
テ
道
徳
教
育
及
国
民
教
育
ノ
基
礎
竝
其
生
活
ニ
必
須
ナ
ル

普
通
ノ
知
識
技
能
ヲ
授
ク
ル
ヲ
以
テ
本
旨
ト
ス
」（「
小
学
校
令
」
一
八
九
〇

年
、
勅
令
第
二
一
五
号
）、「
第
一
条　

小
学
校
ニ
於
テ
ハ
小
学
校
令
第
一

条
ノ
趣
旨
ヲ
遵
守
シ
テ
児
童
ヲ
教
育
ス
ヘ
シ
／
徳
性
ノ
涵
養
ハ
教
育
上
最

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

モ
意
ヲ
用
フ
ヘ
キ
ア
リ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

故
ニ
何
レ
ノ
教
科
目
ニ
道
徳
教
育
国
民
教
育

0

0

0

0

0

0

0

0

ニ
関

連
ス
ル
事
項
ハ
殊
ニ
留
意
シ
テ
教
授
セ
ン
コ
ト
ヲ
要
ス
」（「
小
学
校
教
則
大

綱
」
一
八
九
一
年
、
文
部
省
令
第
一
一
号
）、「
第
一
条　

小
学
校
ハ
児
童
身

体
ノ
発
達
ニ
留
意
シ
テ
道
徳
教
育
及
国
民
教
育

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ノ
基
礎
竝
其
ノ
生
活
ニ
必
須

ナ
ル
普
通
ノ
知
識
技
能
ヲ
授
ク
ル
ヲ
以
テ
本
旨
ト
ス
」（「
小
学
校
令
改
正
」

一
九
〇
〇
年
、
勅
令
第
三
四
四
号
）、「
第
一
条　

小
学
校
ニ
於
テ
ハ
小
学
校

令
第
一
条
ノ
趣
旨
ヲ
遵
守
シ
テ
児
童
ヲ
教
育
ス
ヘ
シ
／
道
徳
教
育
及
国
民
教

0

0

0

0

0

0

0

0

育0

ニ
関
連
セ
ル
事
項
ハ
何
レ
ノ
教
科
目
ニ
於
テ
モ
常
ニ
留
意
シ
テ
教
授
セ
ン

コ
ト
ヲ
要
ス
」（「
小
学
校
令
施
行
規
則
」
一
九
〇
〇
年
、
文
部
省
令
第
一
四

号
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
道
徳
教
育
」
と
「
国
民
教
育
」
と
が
言
挙
げ
さ
れ

て
く
る
。
ち
な
み
に
、
一
九
〇
〇
年
の
小
学
校
令
改
正
に
よ
り
、
国
語
科
が

出
立
し
、
そ
の
中
に
「
話
シ
方
」
が
現
れ
て
、
そ
れ
が
昔
話
の
語
り
手
に
大

き
く
作
用
し
た
だ
ろ
う
こ
と
は
、
か
つ
て
少
し
く
述
べ
た
（
２
）。
そ
の
後
の
尋
常

小
学
校
等
以
後
、
み
ぎ
の
変
化
は
小
休
止
の
態
と
な
る
。

次
に
大
き
な
変
化
が
現
れ
る
の
は
、
日
中
戦
争
が
長
引
く
一
九
四
一
年

三
月
の
「
小
学
校
令
改
正
」
い
わ
ゆ
る
国
民
学
校
令
で
あ
る
。

「
第
一
条　

国
民
学
校
ハ
皇
国
ノ
道
ニ
則
リ
テ
初
等
普
通
教
育
ヲ
施
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シ
国
民
ノ
基
礎
的
錬
成
ヲ
為
ス
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス
」（「
小
学
校
令
改
正
」

一
九
四
一
年
、
勅
令
第
一
四
八
号
）
と
「
皇
国
ノ
道
」
に
基
づ
く
教
育
が

志
向
さ
れ
る
。
そ
う
し
て
、
新
た
な
教
科
と
し
て
「
国
民
科
」
が
設
け
ら

れ
る
（「
国
民
科
」
は
「
修
身
」「
国
語
」「
国
史
」「
地
理
」
に
分
け
ら
れ

る
）。
そ
の
細
則
と
し
て
「
第
一
条　

国
民
学
校
ニ
於
テ
ハ
国
民
学
校
令
第

一
条
ノ
趣
旨
ニ
基
キ
前
記
事
項
ニ
留
意
シ
テ
児
童
ヲ
教
育
ス
ベ
シ
」（「
小

学
校
令
施
行
規
則
改
正
」
一
九
四
一
年
、
文
部
省
令
第
四
号
）
が
出
さ
れ

る
。
そ
の
第
一
条
に
は
全
部
で
一
〇
項
の
項
目
が
立
て
ら
れ
た
。
第
一
項

で
は
「
教
育
ニ
関
ス
ル
勅
語
ノ
趣
旨
ヲ
奉
体
シ
テ
教
育
ノ
全
般
ニ
亙
リ
皇

国
ノ
道
ヲ
修
練
セ
シ
メ
特
ニ
国
体
ニ
対
ス
ル
信
念
ヲ
深
カ
ラ
シ
ム
ベ
シ
」

と
、
教
育
勅
語
の
趣
旨
を
尊
重
す
る
よ
う
に
定
め
て
い
る
が
、
い
ま
こ
こ

の
状
況
と
の
関
連
で
見
落
と
せ
な
い
の
は
、
じ
つ
は
第
三
項
で
あ
る
。

「
我
ガ
国
文
化
ノ
特
質
ヲ
明
ナ
ラ
シ
ム
ル
ト
共
ニ
東
亜
及
世
界
ノ
大
勢
ニ

付
テ
知
ラ
シ
メ
皇
国
ノ
地
位
ト
使
命
ト
ノ
自
覚
ニ
導
キ
大
国
民
タ
ル
ノ
資

質
ヲ
啓
培
ス
ル
ニ
力
ム
ベ
シ
」。

も
う
、
お
分
か
り
だ
と
思
う
が
、
こ
こ
に
再
掲
し
て
並
べ
て
み
よ
う
。

「
五　

伝
統
と
文
化
を
尊
重
し
、
そ
れ
ら
を
は
ぐ
く
ん
で
き
た
我
が
国
と

郷
土
を
愛
す
る
と
と
も
に
、
他
国
を
尊
重
し
、
国
際
社
会
の
平
和
と
発
展

に
寄
与
す
る
態
度
を
養
う
こ
と
」。

文
言
は
異
な
る
け
れ
ど
も
、
構
文
は
酷
似
し
て
い
る
。
こ
れ
が
現
行
の

教
育
の
目
標
の
第
五
項
の
淵
源
だ
と
い
っ
て
ほ
ぼ
よ
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
国
語
に
つ
い
て
見
る
と
、
第
二
節
「
教
科
及
科
目
」
中
の
第
四

条
の
末
尾
に
「
我
ガ
国
語
ノ
特
質
ヲ
知
ラ
シ
メ
国
語
ヲ
尊
重
愛
護
ス
ル
ノ

念
ヲ
培
ヒ
其
ノ
醇
化
ニ
力
ム
ル
ノ
精
神
ヲ
養
フ
ベ
シ
」
と
あ
る
の
を
、〔
伝

統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕
と
比
較
す
る
た
め
の

補
強
材
料
と
し
て
こ
こ
に
掲
げ
て
お
こ
う
。

し
た
が
っ
て
み
ぎ
の
二
つ
物
言
い
は
、
明
治
以
後
の
教
育
史
上
で
は
、

わ
り
と
新
し
い
時
期
の
、
し
か
も
特
殊
な
環
境
の
中
か
ら
の
出
自
で
あ
り
、

「
伝
統
」
的
で
な
い
も
の
を
引
用
し
て
い
た
と
思
う
。

つ
い
で
に
、
そ
の
後
国
民
学
校
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
か
を
見
て
お
こ

う
。
一
九
四
五
年
五
月
二
三
日
、
激
し
い
ア
メ
リ
カ
軍
の
空
襲
が
東
京
の

山
の
手
を
襲
う
前
日
に
、「
戦
時
教
育
令
」
が
出
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
「
第

一
条　

学
徒
ハ
尽
忠
以
テ
国
運
ヲ
双
肩
ニ
担
ヒ
戦
時
ニ
緊
切
ナ
ル
要
務
ニ

挺
身
シ
平
素
鍛
錬
セ
ル
教
育
ノ
成
果
ヲ
遺
憾
ナ
ク
発
揮
ス
ル
ト
共
ニ
知
能

ノ
錬
磨
ニ
力
ム
ル
ヲ
以
テ
本
文
ト
ス
ヘ
シ
」（「
戦
時
教
育
令
」
一
九
四
五

年
五
月
、
勅
令
第
三
二
〇
号
）
と
、「
学
徒
」
の
双
肩
に
国
運
が
乗
っ
か
っ

て
い
る
。
学
徒
は
、
国
民
学
校
の
児
童
を
含
め
て
学
徒
で
あ
ろ
う
。
第
三

条
で
は
「
食
料
増
産
、
軍
需
生
産
、
防
空
防
衛
、
重
要
研
究
等
戦
時
ニ
緊

要
ナ
ル
要
務
」
や
「
戦
時
ニ
緊
要
ナ
ル
教
育
訓
練
」
の
た
め
に
「
学
徒
隊
」

を
組
織
化
す
る
よ
う
に
と
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
五
条
で
は
「
戦
時

ニ
際
シ
特
ニ
必
要
ア
ル
ト
キ
ハ
学
徒
ニ
シ
テ
徴
集
、
招
集
等
ノ
事
由
ニ
因

リ
軍
人
（
中
略
）
ト
為
リ
」「
死
亡
」「
傷
痍
」
し
た
者
は
正
規
の
手
段
に

よ
ら
ず
に
卒
業
で
き
る
と
あ
る
（
３
）（「

戦
時
教
育
令
」
は
、
国
民
学
校
よ
り
も

上
の
学
校
を
主
な
対
象
に
想
起
し
が
ち
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
注
3
文
献
で

は
「
小
学
校
」
の
章
に
掲
出
さ
れ
て
い
た
）。
国
民
学
校
令
と
戦
時
教
育
令

と
の
時
間
的
な
隔
た
り
が
そ
れ
ほ
ど
な
い
こ
と
に
は
注
意
を
要
し
よ
う
。
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さ
て
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
者
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
守
備
範
囲
か
ら
材
料
を
持
ち
寄
っ
て
、
い
ま
こ
こ
の
「
伝
統
文
化
」

教
材
の
あ
り
方
を
、
た
だ
批
判
す
る
だ
け
で
は
な
く
ど
の
よ
う
に
有
効
に

使
い
こ
な
す
こ
と
が
で
き
る
か
を
考
え
た
か
っ
た
。
制
度
的
現
実
を
外
か

ら
論
う
の
は
容
易
だ
が
、
内
か
ら
（
よ
い
意
味
で
）「
忖
度
」
す
る
の
は
難

し
い
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
を
し
た
か
っ
た
。

二
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
概
要
と
個
々
の
感
想
と

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
当
日
の
出
席
者
の
一
人
が
ブ
ロ

グ
で
詳
述
し
て
い
た
。
非
会
員
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
匿
名
の

ブ
ロ
グ
で
あ
り
、
当
人
の
承
諾
を
得
て
い
な
い
の
で
、
実
名
で
の
紹
介
は

控
え
る
け
れ
ど
も
、
こ
こ
に
ブ
ロ
グ
の
名
称
と
掲
載
の
日
付
と
を
使
用
介

し
て
お
く
（
ブ
ロ
グ
「
児
童
文
学
と
音
楽
の
散
歩
道
」（
ブ
ロ
グ　

https://
blogs.yahoo.co.jp/izum

ibun

）。
二
〇
一
六
年
一
二
月
一
六
日
〜
二
八
日

ま
で
六
回
に
分
け
て
の
掲
載
）。

し
た
が
っ
て
、
パ
ネ
リ
ス
ト
及
び
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
概
要
は
、
概
ね

み
ぎ
に
拠
ら
れ
た
い
。

こ
こ
で
は
、
我
が
感
想
を
思
い
つ
く
ま
ま
に
述
べ
る
。

　
　
（
そ
の
一
、
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
の
必
要
と
バ
ラ
ン
ス
と
）

「
伝
統
文
化
」
教
育
を
取
り
上
げ
る
に
際
し
て
自
戒
も
込
め
て
注
意
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
熱
く
な
ら
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。
今

回
も
そ
の
役
割
を
矢
野
敬
一
氏
が
果
た
し
た
。
今
回
も
、
と
い
う
の
は
、

二
〇
一
一
年
七
月
二
三
日
に
行
わ
れ
た
第
六
一
回
研
究
例
会
（
於
・
白
百

合
女
子
大
学
）
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
語
り
の
実
践
と
「
つ
な
が
り
」
の

創
出
│
ま
ち
づ
く
り
・
記
憶
・
文
化
資
源
│
」
の
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
か

ら
だ
。
あ
の
年
は
、
三
月
に
大
震
災
と
原
発
事
故
と
が
あ
り
、
春
の
日
程

を
変
更
し
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
っ
た
。
参
加
者
が
極
め
て
少
な
く
寂

し
い
会
だ
っ
た
が
、
フ
ロ
ア
ー
の
一
人
だ
っ
た
兵
藤
裕
己
氏
が
お
も
し
ろ

い
じ
ゃ
な
い
か
と
休
憩
時
間
に
述
べ
て
い
た
の
を
思
い
出
す
。
新
潟
県
村

上
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
取
り
上
げ
た
矢
野
氏
は
、
村
上
市
の
町
並
み
の
復

元
（
ま
ち
の
変
化
）
を
取
り
上
げ
て
、
村
上
市
の
景
観
と
内
実
と
の
変
化

は
ゆ
っ
く
り
と
だ
が
、
確
実
に
見
ら
れ
る
。
そ
れ
と
、
今
次
の
大
震
災
の

一
瞬
の
変
化
と
は
、
原
因
や
背
景
は
異
な
る
け
れ
ど
も
、
変
化
し
て
い
る

と
い
う
一
点
に
お
い
て
い
さ
さ
か
の
変
わ
り
も
な
い
、
と
述
べ
た
。
こ
れ

は
、
大
震
災
に
対
し
て
同
情
が
な
い
の
で
は
な
い
、
む
し
ろ
、
平
生
の
変

化
を
織
り
込
ん
で
、
冷
静
に
事
態
を
考
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
積
極
的
な
発
言
だ
と
感
じ
ら
れ
た
。
ど
の
よ
う
な
突
発
的
な
事
態
に

も
、
冷
静
を
失
わ
ず
う
ろ
た
え
ず
に
考
究
を
す
る
研
究
者
の
姿
勢
を
矢
野

氏
は
示
そ
う
と
し
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
も
矢
野
氏
は
新
潟
県
村
上
市
の
鮭
漁
、
鮭
文

化
を
小
学
校
で
「
伝
統
文
化
」
教
育
と
し
て
取
り
上
げ
た
事
例
を
紹
介
し

つ
つ
、
私
に
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
を
迫
っ
た
と
思
う
。

矢
野
氏
は
、
教
育
の
中
で
「
伝
統
文
化
」
を
ど
れ
ほ
ど
言
挙
げ
し
よ
う
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と
も
、
児
童
が
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
実
際
の
影
響
は
限
定
的
で
は
な
い
か

と
い
う
実
例
を
、た
と
え
ば
鮭
を
解
体
し
て
料
理
す
る
授
業
で
児
童
が
「
気

持
ち
悪
い
」
と
感
じ
た
こ
と
な
ど
を
通
し
て
示
し
た
。

こ
の
よ
う
な
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
は
、
矢
野
氏
に
限
ら
ず
、
立
石
展
大
氏
や

当
日
都
合
で
紙
面
参
加
と
な
っ
た
久
保
華
誉
氏
の
冷
静
な
日
本
の
教
科
書

に
お
け
る
外
国
昔
話
教
材
の
背
景
を
分
析
す
る
発
表
に
も
現
れ
て
い
た
と

思
う
。

そ
の
上
で
、
伊
藤
利
明
氏
の
二
宮
尊
徳
説
話
の
問
題
は
、
ク
ー
ル
に
成

り
き
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
問
題
提
起
だ
と
感
じ
た
。
共
同
研
究
の

醍
醐
味
は
、
こ
の
よ
う
な
全
体
と
し
て
の
バ
ラ
ン
ス
に
あ
る
と
思
っ
た
。

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
生
野
金
三
氏
は
、「
大
き
な　

か
ぶ
」
の
授
業
現
場

に
お
け
る
実
際
を
分
析
さ
れ
た
。
累
積
譚
、
笑
話
の
は
ず
が
、
協
力
の
大

切
さ
を
語
る
美
談
に
変
身
し
て
い
る
。

　
　
（
そ
の
二
、
恋
愛
禁
止
）

当
日
、
な
る
ほ
ど
と
得
心
し
た
の
は
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
蔦
尾
和
宏
氏
の

意
見
だ
っ
た
。
た
と
え
ば
私
は
教
科
書
に
収
録
さ
れ
た
昔
話
教
材
の
中
に
本

格
昔
話
就
中
異
類
婚
姻
譚
が
少
な
く
、
笑
話
に
傾
斜
し
て
い
る
と
述
べ
て
、

昔
話
研
究
の
成
果
を
反
映
し
て
い
な
い
と
説
い
た
の
に
対
し
て
、
中
世
説
話

文
学
を
研
究
し
、
教
科
書
の
古
典
文
学
教
材
を
授
業
し
て
い
た
蔦
尾
氏
は
、

そ
も
そ
も
国
語
科
教
育
の
教
材
で
恋
愛
は
禁
忌
事
項
だ
と
述
べ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
、
大
阪
の
鶴
橋
に
て
懇
親
会
を
開
い
た
の
だ
が
、

そ
こ
で
は
（
学
会
の
懇
親
会
と
い
う
名
称
は
不
適
切
で
、
こ
れ
は
大
会
や
研

究
例
会
の
延
長
の
研
究
情
報
交
換
会
と
呼
ぶ
べ
き
だ
と
い
つ
も
思
う
）、『
源

氏
物
語
』
で
は
、
若
紫
の
北
山
の
垣
間
見
が
高
等
学
校
の
定
番
の
古
文
教
材

と
な
る
の
だ
が
、
光
の
視
線
は
、
絶
え
ず
子
ど
も
の
若
紫
と
尼
の
老
女
と
に

注
が
れ
て
、
成
人
女
性
に
は
向
い
て
い
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
教
科
書
教
材

と
し
て
長
年
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
の
解
説
ま
で
飛
び
出

し
た
。
人
間
と
人
間
以
外
の
動
物
と
が
添
い
遂
げ
よ
う
と
す
る
異
類
婚
姻
譚

は
、「
鶴
の
恩
返
し
」
は
認
め
ら
れ
て
も
そ
れ
以
外
は
な
い
。
し
か
も
、「
鶴

の
恩
返
し
」
と
い
う
題
名
は
恩
返
し

0

0

0

＝
報
恩
を
要
旨
と
す
る
よ
う
で
あ
り
、

そ
れ
は
決
し
て
「
鶴
女
房

0

0

」
と
い
う
異
類
婚
姻
＝
婚
姻
と
い
う
要
旨
で
は
な

い
と
い
う
理
解
な
の
だ
と
気
づ
か
さ
れ
た
（
昔
話
研
究
で
は
「
鶴
女
房
」
の

方
が
本
来
的
な
話
型
名
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
）。
か
つ
て
中
学
校
で
木

下
順
二
の
「
夕
鶴
」
の
授
業
を
し
た
思
い
出
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
教
室
で
の

あ
の
教
材
は
、
農
民
の
財
を
搾
取
す
る
商
人
の
存
在
と
貨
幣
経
済
に
飲
み
込

ま
れ
て
い
く
与
ひ
ょ
う
の
姿
と
を
見
て
、
男
女
の
つ
な
が
り
＝
婚
姻
と
い
う

要
素
は
、
や
は
り
そ
の
影
に
隠
れ
て
い
た
か
と
思
う
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、

昔
話
教
材
も
他
の
教
材
と
一
連
の
繋
が
り
を
持
た
さ
れ
て
教
科
書
に
配
列
さ

れ
て
い
る
こ
と
へ
の
気
づ
き
で
あ
っ
た
。

　
　
（
そ
の
三
、
私
た
ち
の
発
信
力
）

当
日
、
フ
ロ
ア
ー
か
ら
会
員
と
し
て
長
く
活
動
し
て
い
る
六
渡
邦
昭
氏
が

発
言
を
し
た
。
現
在
、
フ
ジ
パ
ン
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
で
「
民
話
の
部
屋
」

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://m
inw

a.fujipan.co.jp/

）
を
担
当
し
て
い
る
六
渡

氏
か
ら
は
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
問
題
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
ら
を
含
め
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て
「
民
話
の
部
屋
」
等
か
ら
発
信
で
き
な
い
か
、
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

研
究
者
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
を
ど
の
よ
う
に
生
き
抜
く
の
か
と
い
う
自
ら

の
覚
悟
を
問
わ
れ
た
思
い
が
す
る
。
こ
れ
は
学
会
会
員
一
人
一
人
が
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ
と
、
こ
こ
に
問
題
登
録
を
し
て
お
く
。

た
と
え
ば
、
当
日
私
が
取
り
上
げ
た
小
学
生
用
国
語
辞
典
の
比
較
（
五

種
の
国
語
辞
典
を
「
語
る
」「
話
す
」「
聞
く
」
等
の
動
詞
及
び
「
昔
話
」

「
童
話
」「
伝
説
」「
民
話
」「
神
話
」「
伝
承
」
等
の
名
詞
を
並
べ
て
比
較
）

で
は
、「
語
る
」
＝
「
話
」
で
あ
り
、「
昔
話
」
＝
「
童
話
、
伝
説
、
民
話
」

で
あ
る
記
述
を
、
国
語
辞
典
は
世
間
一
般
の
使
わ
れ
方
か
ら
帰
納
し
て
い

る
か
ら
し
か
た
な
い
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ

な
ら
ば
我
々
の
使
い
方
は
何
な
の
か
と
自
ら
を
問
う
機
縁
に
し
た
い
。
私

は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
言
葉
の
操
り
手
な
の
だ
ろ
う
。
私
は
社
会
に
向
っ

て
発
信
力
の
な
い
研
究
者
で
よ
い
も
の
か
。

　
　
（
そ
の
四
、
新
し
い
会
員
の
活
躍
）

二
〇
一
六
年
一
〇
月
に
日
本
女
子
大
学
で
開
か
れ
た
日
本
児
童
文
学
学
会

大
会
に
参
加
し
た
と
き
に
初
め
て
お
会
い
し
た
広
島
大
学
大
学
院
生
の
黒
川

麻
実
氏
が
、
新
た
に
当
学
会
会
員
に
入
会
し
、
研
究
例
会
に
参
加
し
て
く
れ

た
こ
と
も
大
い
に
刺
激
に
な
っ
た
。
黒
川
氏
は
、
光
村
図
書
出
版
の
『
国
語

　

三
下
』
所
収
の
韓
国
の
昔
話
「
三
年
と
う
げ
」（
李
錦
玉　

作
）
と
い
う

教
材
を
分
析
し
た
論
文
を
発
表
し
て
い
る
（
４
）。

そ
れ
に
よ
る
と
、「
三
年
と
う

げ
」
の
昔
話
は
、
日
本
の
三
年
坂
伝
説
が
朝
鮮
総
督
府
に
よ
っ
て
国
語
教
材

と
し
て
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
が
、
韓
国
の
昔
話
だ
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
韓
国
で
再
話
化
、
教
材
化
さ
れ
た
も
の
が
、
さ
ら
に
日
本
に
逆
輸
入
さ

れ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
。
近
代
に
お
け
る
教
科
書
を
媒
介
し
た
伝
説
の

昔
話
化
、
そ
う
し
て
伝
播
論
と
し
て
興
味
深
い
。
こ
の
よ
う
な
新
し
い
研
究

者
に
め
ぐ
り
合
え
る
の
は
、
学
会
と
い
う
「
場
」
の
よ
さ
だ
ろ
う
。

注（
1
） 

高
木
史
人
「
小
学
校
国
語
・
昔
話
教
材
の
指
導
法
へ　

覚
書
」（『
人

文
科
学
研
究
』
第
九
二
号
、
二
〇
一
三
年
、
名
古
屋
経
済
大
学
人
文

科
学
研
究
会
刊
）

（
2
） 

高
木
史
人
「
昔
話
の
語
り
手
の
一
九
〇
〇
年
│
「
数
百
話
ク
ラ

ス
」
の
語
り
手
の
誕
生
│
」（『
口
承
文
芸
研
究
』
第
一
八
号
、

一
九
九
五
年
、
日
本
口
承
文
芸
学
会
刊
）

（
3
） 

こ
れ
ら
の
条
文
の
引
用
は
、
増
淵
恒
吉
責
任
編
集
『
国
語
教
育
史
資

料　

第
五
巻　

教
育
課
程
史
』
一
九
八
一
年
、
東
京
法
令
出
版
刊
）

に
拠
っ
た
。
た
だ
し
、
漢
字
は
新
字
に
改
め
た
。

（
4
） 

黒
川
麻
実
「
民
話
「
三
年
峠
」
の
教
材
化
を
め
ぐ
る
史
的
考
察
：
植
民

地
朝
鮮
・
日
本
・
韓
国
の
通
時
的
検
討
を
通
し
て
」（『
国
語
科
教
育
』

第
七
九
号
、
二
〇
一
六
年
、
全
国
大
学
国
語
教
育
学
会
刊
。
黒
川
麻
実

「「
民
話
」
教
材
と
国
語
教
科
書
を
巡
る
問
題
の
検
討
」（
二
〇
一
六
年
、

『
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要　

第
一
部
（
学
習
開
発
関
連

領
域
）』
第
六
五
号
、
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
刊
）
な
ど
。
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Ｋ
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）
の
研
究
成
果
の

一
部
で
あ
る
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